
~ 1 ~ 
 

  

 

 

 

 

令和三年、明けましておめでとうございます。 

昨年は、新型コロナウイルス感染症が世界中に蔓延し、改めてグローバル社会が進む中、世界規模で広がる感

染症への備えが、地方の小病院にも必要であると再認識された年でした。 

実際に感染された方や、そのご家族・関係者に、心よりお見舞い・お悔やみ申し上げますと共に、今現在も、

直接、コロナ患者さんへの医療に携わっている医療関係者の皆様に励ましのエールを送りたいと思います。 

半田病院においては、幸いにも新型コロナウイルス感染者の受け入れはありませんでしたが、その受け入れを

想定して、病院内の人的・施設的な体制整備等に相当な議論も重ね、対策を練り上げ、こうして無事に新年を迎

えることができたことに感謝したいと思います。 

最後になりましたが、新型コロナウイルスが早期に終息し、災害もなく、地域の皆様が、健康で穏やかに過

ごせる一年でありますように願います。 

 

新年あけましておめでとうございます。 

昨年は年初から新型コロナウイルス感染拡大に翻弄された 1 年でした。本来は、東京オリンピック・パラリ

ンピックをはじめ、様々なイベントが開催される心躍る年になるはずでした。しかし 1 月に初めて国内感染者

が確認され、2 月にはダイヤモンドプリンセス号に、ものものしい格好をした医療従事者が乗り込んでいく姿

に、緊張感が漂いました。その後東京オリンピック・パラリンピックの延期や、緊急事態宣言も発令されまし

たが、昨年 11 月に入り第 3 波の拡大がみられ今に至っています。   

しかしこれは、日本だけでなく世界中同じ状態です。世界中の人々が新型コロナウイルス感染症に立ち向か

っています。そして世界中の研究者が一丸となって新型コロナウイルス感染症を研究して、ワクチンも投与さ

れ始めました。後少しで感染のコントロールができる所まで来ました。例え、新型コロナウイルス感染症に感

染したとしても、これは個人の責任ではありません。世界中の問題であり、個人を責めることなく、あくまで

冷静に感染を広げないように対策をとりましょう。 
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さて先日テレビで、コロナ禍となり、お孫さんから祖父母への連絡が頻繁になったとのデータが示されてい

ました。昔の大家族とは違いますが、IT が家族の絆を深めているように思います。またテレワークが発達して

都会にいなくても仕事は行えることがわかってきました。都会の便利さは捨て難いでしょうが、田舎の穏やか

な生活も見直されているような気がします。このように今年は生活が大きく変換していく契機の年になるかも

しれません。 

現在はまだ、患者様も病院スタッフも忍耐の日々を送っていますが、半田病院は患者さまと病院スタッフを

新型コロナウイルス感染症から防ぐべく最大限の努力を行います。新型コロナウイルス感染症が制御できるそ

の時まで、もう少しだけ頑張りましょう。今年はきっと、落ち着いた日常が取り戻せるよい年になると信じて

います。 

新年明けましておめでとうございます。 

2020 年は 2 月より新型コロナウイルス感染症が大流行し今も不安定な日々が続いています。 

患者様に最善の医療・看護を提供することが医療者の役割ですが、業務量の増加、看護部のメンタルケア、

業務調整、職種間の連携や財政難など長期化が予想され、様々な角度から対応していかなければなりません。

病院職員全員の働きや支えに感謝しつつ、半田病院がピンチを乗り越えられるよう努めていきたいと思ってお

ります。本年もどうぞよろしくお願い致します。 

病院職員の皆さま、関係者の方々、それぞれに輝かしい健やかな新年をお迎えのことと存じます。本年もど

うぞよろしくお願いいたします。 

毎年、日本漢字能力検定協会が、京都市東山区の清水寺で発表している２０２０年の世相を１字で表す漢字

に「密」が選ばれました。新型コロナウイルスの感染拡大で，多くの人が「３密」を避けるよう意識するな

ど、新たな生活様式として日常生活にも大きな影響があったことが理由に挙げられています。２位は「禍」で

「コロナ禍」や熊本の豪雨災害、東京五輪の延期などわざわいが理由。３位の「病」は疫病という意味や病院

関係者への感謝から選ばれました。４位は「新」、５位は「変」で、上位はいずれも新型コロナ関連だったよう

です。ちなみに、過去の漢字には、２０１９年の元号が改まった「令」２０１８年の災害が多く発生した

「災」、「北」、「金」、「安」、「税」、「輪」、「金」、「絆」などが選ばれています。 

漢字だけでなく、日頃多く耳にしたカタカナ言葉に、「ソーシャルディスタンス」「オーバーシュート」「クラ

スター」「ロックダウン」「オンライン○○」とコロナ関連の多くの言葉がマスコミや日常生活の会話の中で溢

れました。「アマビエ」「○○キャンペーン」なんかも関連した言葉ですよね。 

本年は、いったいどんな言葉がはやるのでしょうか？半田病院にも何か変化が訪れるのでしょうか？「密」

という言葉には、親しむという意味もあるようです。物理的には離れるけど、心の中では人とのつながりをさ

らに持ち、本年はいい年であるように祈念いたします。本年も昨年同様に、倍旧のご理解とご支援を賜ります

ようお願いを申し上げます。  
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半田病院からのお知らせ 
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※ご意見・ご要望がございましたら、ホームページ、または院内御意見箱までお願いします。 

つるぎ町立半田病院  〒779-4401 徳島県美馬郡つるぎ町半田字中藪 234-1  

Ｔｅｌ：0883-64-3145 Fax：0883-64-4138   ホームページ http://www.handa-hospital.jp/ 


